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Ｉ 単位と量

【単位】

［ＳＩ単位系］

* 基本単位 ｍ ｋｇ ｓ Ｋ Ａ mol cd

* 補助単位 rad sr

* 誘導単位 Ｃ Ｆ Ｈ Hz Ｊ Ｎ Pa Ｓ Ｔ Ｖ Ｗ Ω

［問１･１］上に示した誘導単位を，基本単位で表せ。

［単位接頭語］

* ｄ ｃ ｍ μ ｎ ｐ ｆ ａ

* da ｈ ｋ Ｍ Ｇ Ｔ Ｐ Ｅ

［注１］英文字の大文字と小文字では異なった意味を持つので，その違いに注意する必要がある。

例えば，Ａ と ａ，Ｃ と ｃ，Ｆ と ｆ，Ｇ と ｇ，Ｈ と ｈ，Ｋ と ｋ，Ｍ と ｍ，

Ｎ と ｎ，Ｐ と ｐ，Ｓ と ｓ

［問１･２］上の［注１］に述べた例について，その違いを述べよ。

［問１･３］次の式はどのような単位を持っているか，ＳＩ単位系で書け。

ｎ：物質の量［mol］，Ｒ：気体定数［ＪＫ-1mol-1］, Ｔ：温度［Ｋ］，Ｖ：体積［ｍ3］，

Ｍｒ：分子量［ｋｇmol-1］，ｅ：素電荷［Ｃ］，ε：誘電率［ＣＶ-1ｍ-1］，

ｋ：ボルツマン定数［ＪＫ-1］，ｈ：プランク定数［Ｊｓ］

ｎＲＴ
（ａ）

Ｖ

３ＲＴ
1/2

（ｂ） （ ）Ｍｒ

ｅ2
（ｃ）

８πεｋＴ

ただし，「３」や「８」，「π」などの定数は，単位を持っていない。

《［ｍ-1ｋｇ-2］，［ｍｓ-1］，［ｍ］》

［単位の換算］

３１ Ｌ ＝ １ ｄｍ
－３ ３＝ １×１０ ｍ

１ atm ＝ １０１.３２５ ｋＰａ
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【量】

［量記号］

量を表す記号として使えるのは英文字１字である。更に細かな区別をする場合，上付き，または下付き

の添え字を書くことにする。例えば，分子量は Ｍr という具合いに表される。この時，ｒ を下付きにし

ないで，Ｍｒ という形で書くことは許されない。Ｍｒ では Ｍ と ｒ との積と混同する恐れがあるから。

［注２］同じ文字が，単位を表す文字としても，量を表す記号としても使用される。そのとき，『量を表す

記号のときは，その文字をイタリック体イタリック体イタリック体イタリック体で書く』という原則から，両者を区別できる。例えば，「Ｖ」は

電位差（電圧の単位）であるボルトをあらわす文字であるが，また通常，体積を表す記号として使用され

ることが多い。その文字がイタリック体であるか否かで判断できる。

［注３］量を表す記号として使用されている文字はだいたい慣用的に決っている。例えば，大文字の「Ｔ」

は絶対温度を表し，小文字の「ｔ」は時間を表すというように。このような場合には同じ文字の大文字と

小文字が異なった量を表すことになるので，その区別を意識する必要がある。

［問１･４］つぎの量を表すために，一般によく使われている記号を示せ。

周波数， 力， 圧力， 電気量（電荷）， 電圧（電位）， 静電容量， 電気抵抗， 電流，

時間， 質量， 長さ， 面積， 体積， 密度， 速度， 加速度， 表面張力， 粘度，

温度， 熱容量， 物質の量

《ｆ，ｆ Ｆ，Ｐ ｐ，ｑ Ｑ，Ｅ Ｖ，Ｃ，Ｒ，Ｉ，ｔ，Ｍ ｍ，ｌ，Ｓ ａ，Ｖ ｖ，ρ，ｖ，ａ，

γ，η，Ｔ θ ｔ，ｃ，ｎ》

【基礎定数】

* π ３.１４１５９２６５

* ｅ ２.７１８２８１８３

２３ -1* アボガドロ数 Ｌ ６.０２２１３６７×１０ ［mol ］

-1 -1* 気体定数 Ｒ ８.３１４５１０ ［ＪＫ mol ］

－２３ -1* ボルツマン定数 ｋ １.３８０６５８×１０ ［ＪＫ ］

－３４* プランク定数 ｈ ６.６２６０７５５×１０ ［Ｊｓ］

４ -1* ファラデ－定数 Ｆ ９.６４８５３０９×１０ ［Ｃmol ］

－１９* 素電荷 ｅ １.６０２１７７３３×１０ ［Ｃ］

－３１* 電子の静止質量 ｍ ９.１０９３８９７×１０ ［ｋｇ］ｅ
－１２ -1 -1* 真空の誘電率 ε ８.８５４１８８×１０ ［ＣＶ ｍ ］ｏ

８ -1* 光速度（真空中） ｃ ２.９９７９２４５８×１０ ［ｍｓ ］

［問１･５］次の関係を確かめよ。

（ａ） Ｌｋ ＝ Ｒ

（ｂ） Ｌｅ ＝ Ｆ


